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《総括》 

令和５年度より福知山高校から事務局を引き継ぎ、両丹

支部役員をはじめとする諸先生方の御協力と、府高体連事

務局皆様の御支援をいただきまして、支部事務局として諸

事業を終えることができましたことにお礼を申し上げます。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症が落ち着きを見せ、

スポーツをはじめ様々なイベントが以前の活気を取り戻し

た１年であったと思います。両丹の選手たちも活躍をして

くれました。 

 本年度の両丹高等学校総合体育大会(５月 17 日)は、総合

開会式を舞鶴文化公園体育館で行い、京丹後はごろも陸上

競技場を含む 16 会場で熱戦を繰り広げました。全種目が無

事終了することができ、福知山成美高校が男子 30 連覇・女

子 10 連覇でアベック優勝を成し遂げました。 

 また、一般生徒対象事業(６月 11 日)は、11 校から 78 名

が参加し、京セラドーム大阪においてプロ野球を（オリッ

クス vsＤｅＮＡ）観戦しました。ＷＢＣに出場した選手も

２名出場しており、両チームあわせて５本のホームランが

飛び出すなど初回から打撃戦となりました。満員の大観衆

の中、参加した生徒達もエキサイティングな試合に大満足

して帰路につきました。 

 各専門部では、両丹支部から数多くの生徒が全国高等学

校総合体育大会・国民体育大会・全国高校選抜大会への出

場を果たしました。特に全国総体等において、ウエイトリ

フティング男子の部で海洋高校、ウエイトリフティング女

子の部で宮津天橋高校がともに学校対抗戦で２位となり、

団体での素晴らしい活躍がありました。個人では、丹後緑

風高校の体操（新体操）谷口央弥選手、海洋高校のレスリ

ング坂根海琉子選手・升田夏実選手、ウエイトリフティン

グ泊幸大郎選手・東楽映選手・辰已航大選手・川﨑菜々紗

選手、宮津天橋高校のウエイトリフティング長島和奏選手

が全国優勝を果たしました。少子化や働き方改革等、時代

とともに部活動の取り組み方も変化しつつある中、各校・

各専門部で知恵を出し、工夫をしていただいて全国大会を

目指して取り組んでいただいた結果であると思います。今

後とも、いい知恵や工夫をお互い共有しながら競技力向上

に取り組んでいただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 最後になりましたが、日頃からスポーツ振興・競技力向

上に伴い、生徒の人格形成に献身的な御指導をいただいて

おります顧問の先生方や、学校並びに関係諸機関の御支援

に感謝いたします。今後とも、皆様の御支援・御協力をお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大会成績》 
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